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＜連絡事項＞

・本日、発注していた体重計が病棟へ届いています。体重計の管理方法として湿気に弱い

ため入浴の際は濡れたりしないよう取扱いに注意しましょう。

・集会室の総務入り口側の非常灯が点滅しており、修理依頼し本日修理終了しています。

・給水器の修繕依頼しており、破損場所が説明できにくい為朱夏の方が写真を撮りに来て

います。現時点では、修繕可能かどうか検討中とのことです。

・食事サービス委員会より、以前、食事形態の粗きざみ食の検討をしていたようですが、

現在も常食の軟菜食の試食等を行っている為、結果が出るまでは当分時間がかかるそう

です。また、以前も箸の破損が多いことお知らせしていますが、現在も洗浄機の中に箸

を入れる方が多いため、下膳時はスタッフサイドでも注意し、患者様へ協力していただ

くようお願いします。

・砂葉　良子様、本日療養環境変更のため、東Ａユニットより西Ｂユニット21号室へ転入

されています。

＜患者様連絡事項＞

若松　澄子様～アスモロール１袋処方となっています。（腰痛の為）

蛯名　勝幸様～5/15（火）日赤皮膚科受診のため外出許可となっています。
春本　司郎様～シンラック液処方となっています。排便状況・腹部の観察お願いします。

駒木　洋士様～5/15（火）10：00～5/16（水）16：00外泊許可となっています。ご家族へ

は連絡済みです。

中川原　義雄様～昨日めがね屋が来院し、めがね作成しています。５月15日（火）にめがねが届く予定です。また、支払いについては医事へご家族が支払い済みです。

晴山　長司様～昨日準夜帯にてレストランへ歩行し移動すると、突然吐気、頭痛を訴える

ことあり、帰室後血圧測定した所、180台／110台でその後は安静により、

血圧値が正常値へ戻っています。本日は身体不調の訴えは聞かれていませ

んが、レストラン移動の際は転倒の無いよう注意していきましょう。

木村　誠様～本日お母様からの希望により主治医面談行っています。

　　　　　　内容：障害者年金の手続きがしたいとのことで、主治医へ書類の記載を依頼

しています。しかし、主治医より書類を申請するためには、治療開始

後１年半経過しないと行えない事説明していますが、納得できない様

子あるため、本日都合により出席できなかった、下平PSWへ確認を

取ってから必要であれば書類を記載する旨説明し、書類を主治医が預

かっています。

　　　　　　５月17日10時より西病棟Aユニットミーティングルームにて家族教室を予

定しています。その際、退院時間の確認をお願いします。

砂葉　良子様、若松　澄子様、佐藤　幸男様、（中村　マス様は階段歩行が可能である時）の歩行状態に関してレストラン移動の際階段使用時転倒・転落の危険が高いため、Ｂユニットの患者様を一斉に移動する前にスタッフ２名で付き添いレストラン移動の５分位前に階段を誘導し東病棟まで付き添い誘導して行きましょう。今後実施状況をみて不都合な点や改善が必要と思われたら再度話し合い、検討して行きましょう。他の患者様に関しても誘導の際は注意し誘導して行きましょう。

＜転入患者様＞

砂葉　良子　様　（56歳）躁うつ病　主治医：川端Dr　PSW：下平　担当：藤原Ns

中野CW

（入院までの経緯・転入までの経過）

平成３年の夏頃より、行為切迫・浪費が見られ八戸赤十字病院にて受療開始するが、服薬中断。以後無為・希死念慮出現し、Ｈ.4.10.12～Ｈ13.２.９まで当院入院治療行い退院後は夫の管理の下で通院加療していた。Ｈ.8.5頃より、衝動行為・不眠等が出現し、自ら救急車を呼ぶなどの迷惑行為が著しいことからＨ8.5.16当院再入院となる。Ｈ.8.9.5退院後は訪問看護の利用等により通院加療を継続していたが、夫が脳出血で入院したことを契機に躁転。服薬中断となり迷惑行為が頻回にあり、病院の出入りを禁止される。また、滅裂言動等気分変動著しいことからＨ13.2.9入院となる。

入院後は東病棟Ａユニットにて薬物療法・作業療法等実施している。日常生活では、声掛けには拒否ないが、動作緩慢さありスタッフへ依存的な様子ある。また、夜間尿失禁ありリハビリパンツを使用している。

（転入後の様子）

本日転入後オリエンテーションは穏やかな様子で説明を聞く事ができています。私物の整理に時間要していますが、自分で整理する事出来ています。気分の高揚さは見られず、やや緊張している様子ですが落ち着いて過ごされています。

（看護度評価・検討）

現在までの療養環境から、私物管理に関してスタッフが部分的介助をしていたため、管理能力や、感情のコントロール、環境への適応状態等の観察が必要であるため、Ｂ－Ⅱ（断続的な観察が必要で、日常生活は部分的介助・継続指導が必要）としています。現在は嗜好品・買物カードは自分で管理して頂いています。体重が増加傾向のため、間食の摂取状況や、買物状況、日課への取り組み状況を観察していきましょう。また、尿失禁がありリハビリパンツを使用していましたが、現在は使用していないとのことで、夜間の尿失禁の有無を観察し、必要であればおねしょマットの使用も検討していきましょう。

同室患者様とのトラブルに注意し、声掛け・介入して行きましょう。

・血圧…１検　　　　　　　　　　・食事…軽食（牛乳禁）

・リハプロ…Ａグループ　　　　　・歩行不安定のため、毎日16時から歩行運動継続

・ＳＳＴ…Ｄグループ

＜猪股Ｄｒ診察結果報告＞

木村　義重様　腰痛を訴え湿布薬の希望あり、アスモロール１袋処方となっています。寝

る前に貼り、朝に取り外すよう主治医より本人へ説明ありました。腰痛の

有無・程度、皮膚状態の観察していきましょう。

蛯名　勝幸様　電話の件に関して主治医より電話をするのは構わないが、現在退院へ向け

て徐々に状態が落ち着いてきているのに誤った行動をする事により奥様に

対して信用をなくする事が心配であること説明あり、本人も理解示してい

ます。今後も自分の行動の振り返り等行っていきましょう。

大橋　照子様　外出がしたいと希望し主治医より、スタッフ付き添いであれば可能である

こと説明され本人納得されています。担当が平間Ｎｓで後日ご家族へ連絡

し協力依頼等行い調整するとのことです。

猪股Ｄｒ担当患者様の内服薬等の変更・調整はありませんでした。

